
第
二
百
十
一
回

国

会

参
議
院
内
閣
委
員
会
会
議
録
第
十
八
号

令
和
五
年
六
月
一
日（
木
曜
日
）

午
前
十
時
開
会

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

委
員
の
異
動

五
月
三
十
一
日

辞
任

補
欠
選
任

上
月

良
祐
君

若
林

洋
平
君

井
上

哲
士
君

吉
良
よ
し
子
君

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

出
席
者
は
左
の
と
お
り
。

委
員
長

古
賀
友
一
郎
君

理

事

森
屋

宏
君

山
田

太
郎
君

小
沼

巧
君

塩
田

博
昭
君

委

員

有
村

治
子
君

磯
を

仁
彦
君

衛
藤

ば
一
君

自
見
は
な
こ
君

広
瀬
め
ぐ
み
君

三
宅

伸
吾
君

山
谷
え
り
子
君

若
林

洋
平
君

塩
村
あ
や
か
君

杉
尾

秀
哉
君

水
野

素
子
君

三
浦

信
祐
君

柴
田

巧
君

高
木
か
お
り
君

上
田

清
司
君

吉
良
よ
し
子
君

大
島
九
州
男
君

衆
議
院
議
員地

域
活
性
化
・
こ

ど
も
政
策
・
デ
ジ

タ
ル
社
会
形
成
に

関
す
る
特
別
委
員

長

橋
本

岳
君

国
務
大
臣

国
務
大
臣

（
内
閣
府
特
命
担

当
大
臣（
こ
ど
も

政
策
少
子
化
対

策
若
者
活
躍
男

女
共
同
参
画
））

小
倉

將
信
君

事
務
局
側

常
任
委
員
会
専
門

員

宮
崎

一
徳
君

政
府
参
考
人こ

ど
も
家
庭
庁
支

援
局
長

吉
住

啓
作
君

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

本
日
の
会
議
に
付
し
た
案
件

○
政
府
参
考
人
の
出
席
要
求
に
関
す
る
件

○
令
和
五
年
三
月
予
備
費
使
用
及
び
令
和
五
年
度
予
算
に

係
る
子
育
て
関
連
給
付
金
に
係
る
差
押
禁
止
等
に
関
す

る
法
律
案（
衆
議
院
提
出
）

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

○
委
員
長（
古
賀
友
一
郎
君
）
た
だ
い
ま
か
ら
内
閣
委
員

会
を
開
会
い
た
し
ま
す
。

委
員
の
異
動
に
つ
い
て
御
報
告
い
た
し
ま
す
。

昨
日
、
上
月
良
祐
君
及
び
井
上
哲
士
君
が
委
員
を
辞
任

さ
れ
、
そ
の
補
欠
と
し
て
若
林
洋
平
君
及
び
吉
良
よ
し
子

君
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

○
委
員
長（
古
賀
友
一
郎
君
）
政
府
参
考
人
の
出
席
要
求

に
関
す
る
件
に
つ
い
て
お
諮
り
い
た
し
ま
す
。

令
和
五
年
三
月
予
備
費
使
用
及
び
令
和
五
年
度
予
算
に

係
る
子
育
て
関
連
給
付
金
に
係
る
差
押
禁
止
等
に
関
す
る

法
律
案
の
審
査
の
た
め
、
本
日
の
委
員
会
に
、
理
事
会
協

議
の
と
お
り
、
こ
ど
も
家
庭
庁
支
援
局
長
吉
住
啓
作
君
を

政
府
参
考
人
と
し
て
出
席
を
求
め
、
そ
の
説
明
を
聴
取
す

る
こ
と
に
御
異
議
ご
ざ
い
ま
せ
ん
か
。

〔「
異
議
な
し
」と
呼
ぶ
者
あ
り
〕

○
委
員
長（
古
賀
友
一
郎
君
）
御
異
議
な
い
と
認
め
、
さ

よ
う
決
定
い
た
し
ま
す
。

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

○
委
員
長（
古
賀
友
一
郎
君
）
令
和
五
年
三
月
予
備
費
使

用
及
び
令
和
五
年
度
予
算
に
係
る
子
育
て
関
連
給
付
金
に

係
る
差
押
禁
止
等
に
関
す
る
法
律
案
を
議
題
と
い
た
し
ま

す
。提

出
者
衆
議
院
地
域
活
性
化
・
こ
ど
も
政
策
・
デ
ジ
タ

ル
社
会
形
成
に
関
す
る
特
別
委
員
長
橋
本
岳
君
か
ら
趣
旨

説
明
を
聴
取
い
た
し
ま
す
。
橋
本
衆
議
院
地
域
活
性
化
・

こ
ど
も
政
策
・
デ
ジ
タ
ル
社
会
形
成
に
関
す
る
特
別
委
員

長
。

○
衆
議
院
議
員（
橋
本
岳
君
）
た
だ
い
ま
議
題
と
な
り
ま

し
た
法
律
案
に
つ
き
ま
し
て
、
提
案
の
趣
旨
及
び
内
容
を

御
説
明
申
し
上
げ
ま
す
。

今
般
、
政
府
は
、
食
費
等
の
物
価
高
騰
に
直
面
し
、
影

響
を
特
に
受
け
る
低
所
得
の
子
育
て
世
帯
に
対
し
、
そ
の

実
情
を
踏
ま
え
た
生
活
の
支
援
を
行
う
た
め
、
令
和
五
年

三
月
予
備
費
使
用
に
係
る
子
育
て
世
帯
生
活
支
援
特
別
給

付
金
を
支
給
す
る
こ
と
と
し
た
ほ
か
、
妊
娠
時
か
ら
出

産
、
子
育
て
ま
で
一
貫
し
た
伴
走
型
相
談
支
援
の
実
効
性

を
よ
り
高
め
る
た
め
、
妊
娠
か
ら
出
産
及
び
子
育
て
ま
で

の
支
援
の
観
点
か
ら
、
令
和
五
年
度
予
算
に
係
る
出
産
・

子
育
て
応
援
給
付
金
を
支
給
す
る
こ
と
と
し
た
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
。

本
案
は
、
こ
れ
ら
の
子
育
て
関
連
給
付
金
の
支
給
の
趣

旨
に
鑑
み
、
そ
の
支
給
を
受
け
る
こ
と
と
な
っ
た
者
が
自

ら
給
付
金
を
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
た

め
、
所
要
の
措
置
を
講
じ
よ
う
と
す
る
も
の
で
、
そ
の
主

な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
あ
り
ま
す
。

第
一
に
、
こ
れ
ら
の
給
付
金
の
支
給
を
受
け
る
権
利
の

差
押
え
等
を
禁
止
す
る
と
と
も
に
、
給
付
金
と
し
て
支
給

を
受
け
た
金
銭
等
の
差
押
え
を
禁
止
す
る
こ
と
と
し
て
お

り
ま
す
。

第
二
に
、
租
税
そ
の
他
の
公
課
は
、
給
付
金
と
し
て
支

給
を
受
け
た
金
品
を
標
準
と
し
て
課
す
る
こ
と
が
で
き
な

い
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

な
お
、
こ
の
法
律
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
こ
と

と
し
て
お
り
ま
す
。

以
上
が
、
本
案
の
提
案
の
趣
旨
及
び
内
容
で
あ
り
ま

す
。何

と
ぞ
、
御
審
議
の
上
、
速
や
か
に
御
賛
同
く
だ
さ
い

ま
す
よ
う
お
願
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

○
委
員
長（
古
賀
友
一
郎
君
）
以
上
で
趣
旨
説
明
の
聴
取

は
終
わ
り
ま
し
た
。

こ
れ
よ
り
質
疑
に
入
り
ま
す
。

質
疑
の
あ
る
方
は
順
次
御
発
言
願
い
ま
す
。

○
小
沼
巧
君

立
憲
民
主
党
の
小
沼
巧
で
す
。

冒
頭
、
ま
ず
お
断
り
し
て
お
き
ま
す
。
我
が
会
派
、
こ

（
第

一

部
）

一

第
一
部

内
閣
委
員
会
会
議
録
第
十
八
号

令
和
五
年
六
月
一
日
【
参
議
院
】

（
二
七
六
）



の
法
案
に
は
賛
成
で
あ
り
ま
す
。
そ
れ
の
上
で
、
な
ぜ
質

疑
を
す
る
か
と
い
う
と
、
そ
の
趣
旨
は
、
今
後
の
決
算
委

員
会
及
び
予
算
審
議
に
生
か
す
、
そ
の
議
事
録
を
残
す
と

い
う
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
御
安
心
し
て
答

弁
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

提
出
者
に
伺
い
た
い
の
は
名
称
で
あ
り
ま
す
、
法
案
の

名
称
。
こ
れ
は
、
閣
議
決
定
し
た
の
は
令
和
五
年
三
月
の

二
十
八
日
の
閣
議
決
定
し
た
予
備
費
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、

法
案
の
名
称
は
年
度
と
年
で
、
暦
年
と
年
度
で
混
在
し
て

お
り
ま
す
。
こ
れ
、
そ
ろ
え
る
べ
き
な
の
で
は
な
い
か
。

も
う
ち
ょ
っ
と
言
う
と
、
令
和
四
年
度
予
備
費
使
用
と
す

る
べ
き
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
が
、
こ
の
名
称
で
あ
る

こ
と
の
理
由
を
御
説
明
く
だ
さ
い
。

○
衆
議
院
議
員（
橋
本
岳
君
）
お
尋
ね
の
法
案
の
名
称
で

ご
ざ
い
ま
す
が
、
御
指
摘
の
と
お
り
、
こ
の
給
付
金
の
名

前
そ
の
も
の
は
、
令
和
五
年
三
月
二
十
八
日
に
閣
議
に
お

い
て
決
定
さ
れ
た
令
和
四
年
度
一
般
会
計
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
及
び
原
油
価
格
・
物
価
高
騰
対
策
予
備
費

の
使
用
で
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

政
府
の
方
で
、
こ
の
給
付
金
の
呼
び
方
に
つ
い
て
、
先

ほ
ど
御
指
摘
の
あ
っ
た
よ
う
な
令
和
五
年
三
月
予
備
費
使

用
に
係
る
と
い
う
こ
と
で
使
用
さ
れ
て
お
り
ま
す
の
で
、

法
案
の
名
称
は
そ
れ
を
そ
の
ま
ま
踏
ま
え
た
も
の
と
な
っ

て
い
る
と
い
う
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
。

○
小
沼
巧
君

い
ず
れ
に
せ
よ
、
予
備
費
は
令
和
四
年
度

の
予
備
費
、
令
和
四
年
度
予
備
費
か
ら
の
執
行
で
あ
っ
た

と
い
う
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
し
た
。

こ
こ
か
ら
は
政
府
参
考
人
に
聞
い
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

国
会
開
会
中
に
お
け
る
予
備
費
使
用
で
ご
ざ
い
ま
す
。

年
度
末
に
お
け
る
予
備
費
の
駆
け
込
み
需
要
で
あ
り
ま

す
。
果
た
し
て
そ
れ
は
適
切
な
の
か
、
決
算
及
び
予
算
編

成
の
観
点
か
ら
適
切
な
の
か
と
い
う
観
点
か
ら
事
実
確
認

を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

三
月
の
二
十
八
日
で
ご
ざ
い
ま
し
た
ね
、
予
備
費
の
決

定
が
。
年
度
内
に
執
行
は
で
き
た
の
か
と
い
う
こ
と
の
事

実
関
係
を
問
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

国
か
ら
ま
ず
自
治
体
に
行
く
と
い
う
こ
と
だ
と
思
い
ま

す
が
、
例
え
ば
交
付
決
定
と
い
う
の
が
あ
り
ま
す
ね
。
そ

の
前
に
は
、
申
請
等
々
々
を
行
う
に
当
た
っ
て
は
、
交
付

要
綱
、
こ
れ
を
国
か
ら
自
治
体
に
示
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

交
付
決
定
及
び
交
付
要
領
を
示
さ
れ
た
の
は
、
日
付
と

し
て
い
つ
で
し
ょ
う
か
。

○
政
府
参
考
人（
吉
住
啓
作
君
）
今
般
の
低
所
得
の
子
育

て
世
帯
に
対
す
る
子
育
て
生
活
支
援
特
別
給
付
金
に
つ
い

て
は
、
食
費
を
始
め
と
す
る
足
下
の
物
価
高
騰
に
よ
る
影

響
を
大
き
く
受
け
、
負
担
感
が
特
に
大
き
い
低
所
得
の
子

育
て
世
帯
に
対
し
き
め
細
か
く
対
応
す
る
必
要
が
あ
る
と

い
う
観
点
か
ら
、
令
和
五
年
三
月
二
十
二
日
の
物
価
・
賃

金
・
生
活
総
合
対
策
本
部
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
た
物
価
高

克
服
に
向
け
た
追
加
策
に
基
づ
き
、
令
和
四
年
度
予
備
費

を
使
用
し
支
給
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
給
付
金
の
執
行
に
つ
い
て
は
、
三
月
に
支
給
要

領
な
ど
を
自
治
体
に
送
付
し
、
四
月
に
は
交
付
要
綱
な
ど

を
発
出
し
て
お
り
ま
す
。

○
小
沼
巧
君

若
干
ご
ま
か
し
て
い
る
ん
で
す
け
ど
、
交

付
要
綱
の
発
出
が
四
月
の
二
十
日
で
あ
っ
て
、
交
付
決
定

し
た
の
が
四
月
の
二
十
八
日
、
年
度
が
替
わ
っ
て
令
和
五

年
度
に
な
っ
て
か
ら
で
す
ね
、
と
思
う
ん
で
す
け
ど
、
こ

の
事
実
確
認
で
誤
り
が
な
い
か
を
御
答
弁
く
だ
さ
い
。

○
政
府
参
考
人（
吉
住
啓
作
君
）
お
答
え
い
た
し
ま
す
。

今
先
生
か
ら
御
指
摘
ご
ざ
い
ま
し
た
よ
う
に
、
支
給
要

領
を
先
ほ
ど
申
し
上
げ
ま
し
た
よ
う
に
三
月
に
発
出
、
交

付
要
綱
を
四
月
二
十
日
に
発
出
、
自
治
体
に
対
し
て
四
月

二
十
八
日
に
交
付
決
定
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

○
小
沼
巧
君

ま
あ
い
ず
れ
に
せ
よ
、
交
付
要
綱
と
交
付

決
定
は
四
月
以
降
、
年
度
が
ま
た
い
じ
ゃ
っ
て
か
ら
で
す

よ
ね
、
と
い
う
こ
と
は
確
認
で
き
ま
し
た
。

支
給
要
領
っ
て
お
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
そ
れ

本
当
で
す
か
。
支
給
要
綱
、
要
領
の
セ
ッ
ト
さ
れ
た
も
の

が
発
出
さ
れ
た
の
っ
て
四
月
十
日
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
三

月
中
に
っ
て
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
る
の
は
支
給
要
綱
と
か
実

施
要
綱
の
例
と
か
の
案
だ
と
思
う
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
い

か
が
で
し
ょ
う
か
、
事
実
関
係
は
。

○
政
府
参
考
人（
吉
住
啓
作
君
）
先
ほ
ど
申
し
上
げ
ま
し

た
支
給
要
領
案
を
、
案
で
す
、
案
を
三
月
に
発
出
し
て
、

支
給
要
領
自
体
は
四
月
二
十
日
、
四
月
十
日
に
発
出
を
し

て
お
り
ま
す
。

○
小
沼
巧
君

案
を
示
し
た
け
れ
ど
も
、
案
で
あ
っ
て
、

セ
ッ
ト
さ
れ
た
も
の
は
自
治
体
等
に
は
行
っ
て
い
な
か
っ

た
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。
つ
ま
り
、
年
度
内
に
お
い
て
執

行
で
き
る
準
備
は
整
っ
て
い
な
か
っ
た
の
だ
と
い
う
事
実

が
こ
こ
で
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

じ
ゃ
、
も
う
一
個
だ
け
聞
い
て
み
ま
し
ょ
う
。

こ
の
法
案
の
趣
旨
に
賛
成
す
る
し
、
こ
う
い
っ
た
支
援

策
を
講
じ
る
と
い
う
政
策
目
的
、
そ
れ
の
効
果
、
そ
れ
は

私
た
ち
も
賛
同
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
そ

の
財
源
が
年
度
末
か
つ
国
会
開
会
中
の
予
備
費
使
用
だ
っ

た
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
問
題
が
あ
る
の
で
は
な
い
か

と
い
う
観
点
か
ら
議
論
が
積
み
重
ね
ら
れ
て
き
ま
し
た
け

れ
ど
も
、
対
象
と
な
る
エ
ン
ド
ユ
ー
ザ
ー
に
い
つ
ま
で
に

届
く
ん
だ
と
。
総
理
等
の
答
弁
は
一
日
も
早
く
と
い
う
よ

う
な
答
弁
で
あ
り
ま
し
た
。

実
際
に
こ
の
支
援
策
は
、
必
要
と
し
て
い
る
エ
ン
ド

ユ
ー
ザ
ー
に
届
い
た
日
付
と
い
う
の
は
い
つ
な
ん
で
し
ょ

う
か
。

○
政
府
参
考
人（
吉
住
啓
作
君
）
今
お
答
え
い
た
し
ま
す

が
、
日
付
ま
で
は
ち
ょ
っ
と
詳
し
く
は
ま
だ
調
査
を
し
て

お
り
ま
せ
ん
が
、
自
治
体
か
ら
受
給
者
へ
の
支
給
時
期
に

つ
き
ま
し
て
は
、
四
月
に
支
給
を
開
始
、
五
月
ま
で
に
支

給
予
定
の
自
治
体
に
つ
い
て
、
自
治
体
の
総
数
で
ご
ざ
い

ま
す
が
、
児
童
扶
養
手
当
世
帯
は
八
百
五
十
八
自
治
体
、

住
民
税
非
課
税
世
帯
は
千
二
百
七
十
五
自
治
体
と
な
っ
て

お
り
、
引
き
続
き
、
子
育
て
世
帯
に
給
付
金
が
速
や
か
に

行
き
渡
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
た
い
と
い
う
ふ
う
に
考
え

て
お
り
ま
す
。

○
小
沼
巧
君

終
わ
り
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。

○
委
員
長（
古
賀
友
一
郎
君
）
他
に
御
発
言
も
な
い
よ
う

で
す
か
ら
、
質
疑
は
終
局
し
た
も
の
と
認
め
ま
す
。

こ
れ
よ
り
討
論
に
入
り
ま
す
。
─
─
別
に
御
意
見
も
な

い
よ
う
で
す
か
ら
、
こ
れ
よ
り
直
ち
に
採
決
に
入
り
ま

す
。令

和
五
年
三
月
予
備
費
使
用
及
び
令
和
五
年
度
予
算
に

係
る
子
育
て
関
連
給
付
金
に
係
る
差
押
禁
止
等
に
関
す
る

法
律
案
に
賛
成
の
方
の
挙
手
を
願
い
ま
す
。

〔
賛
成
者
挙
手
〕

○
委
員
長（
古
賀
友
一
郎
君
）
全
会
一
致
と
認
め
ま
す
。

よ
っ
て
、
本
案
は
全
会
一
致
を
も
っ
て
原
案
ど
お
り
可
決

す
べ
き
も
の
と
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

な
お
、
審
査
報
告
書
の
作
成
に
つ
き
ま
し
て
は
、
こ
れ

を
委
員
長
に
御
一
任
願
い
た
い
と
存
じ
ま
す
が
、
御
異
議

ご
ざ
い
ま
せ
ん
か
。

〔「
異
議
な
し
」と
呼
ぶ
者
あ
り
〕

○
委
員
長（
古
賀
友
一
郎
君
）
御
異
議
な
い
と
認
め
、
さ

よ
う
決
定
い
た
し
ま
す
。

本
日
は
こ
れ
に
て
散
会
い
た
し
ま
す
。

午
前
十
時
九
分
散
会

─
─
─
─
・
─
─
─
─

五
月
三
十
一
日
本
委
員
会
に
左
の
案
件
が
付
託
さ
れ
た
。

一
、
令
和
五
年
三
月
予
備
費
使
用
及
び
令
和
五
年
度
予

算
に
係
る
子
育
て
関
連
給
付
金
に
係
る
差
押
禁
止
等

に
関
す
る
法
律
案（
衆
）

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

二

第
一
部

内
閣
委
員
会
会
議
録
第
十
八
号

令
和
五
年
六
月
一
日
【
参
議
院
】



三

第
一
部

内
閣
委
員
会
会
議
録
第
十
八
号

令
和
五
年
六
月
一
日
【
参
議
院
】

令
和
五
年
九
月
一
日
作
成

参
議
院
事
務
局

作
成
者

東
京
法
令
出
版
株
式
会
社


